
h升窓Ｗ試験研究成果 畜産 １５ 豚 育種

新技術・情報名 福岡県で造成した系統豚利用に ．分類 ①
よる銘柄豚生産方式

1．成果の内容

1)技術・情報の内容及び特徴

福岡県で系統造成中の大ヨークシャー種を利用した県産銘柄豚の生産

方式は，図１のとおりである。この方式に基づいて農家における現場検

定を実施したところ，この系統間３元交雑による肉豚生産は，県産銘柄

豚の生産方式として適当であることが明らかとなった。

（１）母豚の繁殖性については，一般的に成績が低いと考えられるユー２産

吹から，全国優良農家の４～６産次と同等の好成績を挙げることができ

る。

（２）生産される３元雑種肉豚は，枝肉上物率が約６９％で，全国優良農家の

成蹟に比べ約１５％良好である。

（３）ランドレース種雄系統の相性試験で、当場の成領では発育性において

エドが優れており枝肉上物率は各系統とも良好であった。今回の現掲検

定の生産子数と枝肉上物率の成績において系統間に差はなく各系統とも

相性は良い。

2)技術・情報の適用効果

第１図の生産方式による系統間組合せで交雑肉豚生産を行うことによ

り，高品質豚肉の生産が可能となる。

3)適用範囲

県下全域の養豚農家。

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

系統豚の利用は，福岡県系統豚利用推進要領に基づいて行う。
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図１ 県産銘柄豚の生産方式
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